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京都市都心部 と西陣地 区で住人 に対 して調査
票調査を行 った。
参考:平 成15年 「京町家まちづ くり調査」
40枚アンケー トを配布 し,27枚有効回答を
得た(回 収 率67.5%)。
被験者の7割 が,自 宅 を 「京町家であ る」
と意識 してお り,9割 が 「今後 も住み続 けた
い」 と思 ってい る。
どちらともいえない4ｧ
↑み騰17たくな
瞭 ない燃 飜 舞
N=27
図2今 後の意向
今後 も住 み続 けたい理 由 には,「満足 して
いるか ら(41%)」 「住 み慣 れて いるか ら
(43%)」とい うものであった。
京町家 の生活様式 としては,ユ カ座か らイ
ス座への転 向,つ ま り畳 の問か ら板の間への
改修が望 まれている。 また,住 宅の高気密 ・
高断熱化,寒 さ対策,安 全な空間を求めてい
る。台所 やサニ タ リースペー スは住宅の端 の
ほうにあ ったが,こ れ らは生活の中心 に位 置
していきたい とい う願望が ある。 台所は他 室
と同 じ床 レベルに したいと考えてい る人が多
か った。
以上 の結 果,京 町家の今後を左右 す る要 素
として,① 京町家 であるとい う認識② 日常 生
活 と伝統性 の重視③京町家 に住む ことの楽 し
みが認 め られ,さ らに建物空間や設備 の対 応
として,a.ユ ニバーサルデザイ ン(UD化),
b.高 気密 ・高断熱,c.イ ス座対応 生活,
d.最 新機 器の導 入(IT化),e.安 心感 を
















尚,UDを 導入 した京町家のチ ェックポイ
ン トは以下 の通 りであ る。
・段差 は最小限230mmま で一箇所 のみ
・UD採 用設備(キ ッチ ン ・浴室 ・便所)
・冬対策(床 暖房,高 気密)




・照 明 ・色彩(青 ・黄系統 ×)計 画
・家具配置 に一工夫
・安全 ・安心感
図3座 敷から庭を望む 図4格 子の光の演出
3-4.ヒ ヤ リング調査
以 上の結果 を もとに,京 町家の改装につい
て仮 説提案 を作成 し,住 人 の意 見を聞いた。
図5改 装前 図6改 装後
土問と居室の間には境界があ り,リ ビング ・
ダイニ ング ・キ ッチ ンは1つ の フロアにあ る
プラ ンが望 ま しい ということがわか った。
5.今後の展望
京町家を取 り巻 く課題が多様で,複雑であ
るがゆえに解決が困難である。 しかし,今回
住人の視点か らUDを用いて住空間の改装を
試みたことにより,解決の糸口を見出すこと
ができた。今後更なる課題解決をはかるため
には,様 々な視点から新 しい価値観や技術を
取 り入れ,発展させていくことが重要である。
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4.UDを 導入 した京町家
① ワンフロア化
高齢者が負担なく日常生活を送れるよう
な生活
空間
②UD化
身体能力の低下を補い,自立と共生をは
かり,安全性に配慮 した生活空間
③ 自然 と共生化
自然 と共生できる生活空間
1「UD概 念から成る生活』と定義する。
11「高齢者の居住の安定確保に関する法律』
187
